
 

第 77 回教育研究評議会議事録 

 

Ⅰ 日 時 平成 22 年 7 月 15 日（木） 13 時 30 分～15 時 10 分 

 

Ⅱ 出席者 議 長 山田学長 

      評議員 清水、赤平、塩尻、田中、鈴木、五十嵐、阿部、川那部、江口、村上、大田、東、

五十殿、植松、畔上、本澤、小川、喜多、中山、大塚、阿江、玉川、波多野、      

宇川、永田、井上、板野、大高、朝岡、金保、舛本、石田、加賀、佐藤、深水、

BENTON 

          代理出席 濱生物学類長(田林生命環境学群長代理) 

          王生命環境科学研究科教授(漆原情報生物科学専攻長代理) 

 

Ⅲ 議 題 等 

 

〔審 議〕 

(1) 大学教員の懲戒について ---------------------------------------- 【回収資料】〔審資料 1〕 

 

〔報 告〕 

(1) 第 38 回経営協議会報告 --------------------------------------------------- 〔報資料 1〕 

(2) 第 2期中期目標期間における国立大学法人評価について ---------------------- 〔報資料 2〕 

(3) 牛久市との連携協定について ---------------------------------------------- 〔報資料 3〕 

(4) 第 1期中期目標期間終了時における国立大学法人の積立金の処分に係る承認 

について ---------------------------------------------------------------- 〔報資料 4〕 

(5) 大塚地区の校舎改築整備計画に係るスケジュールの変更について -------------- 〔報資料 5〕 

(6) 「東京盲唖学校発祥の地、日本点字制定の地」記念事業について -------------- 〔報資料 6〕 

(7) 学位論文（博士）のデジタル化実施に係る著作権処理（共通許諾）手続き 

   への参加について -------------------------------------------------------- 〔報資料 7〕 

(8) 平成 22 年度産学連携推進プロジェクト（第 2期）の採択課題等について ------- 〔報資料 8〕 

(9) 科学研究費補助金「系・分野・分科・細目表」に関する意見募集について ------ 〔報資料 9〕 

(10) 筑波キャンパスＣＯ２排出量・エネルギー使用量実績(6 月分)について -------- 〔報資料 10〕 

(11) 日本生物学オリンピック「生物チャレンジ２０１０」第二次試験について ----- 〔報資料 11〕 

(12) 概算要求基準（シーリング）対応への要望について ---------------------- 〔席上配布資料〕 

(13) 世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)の選定結果について 

(14) 「頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラム」の公募について 

(15) 筑波大学基金「TSUKUBA FUTURESHIP」の募集状況について 

(16) リーディング大学院構想について 

 

 

Ⅳ 議 事 

 

 〔審 議〕 

１ 審議資料１に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

 

 〔報 告〕 

１～３ 報告資料１～３に基づき、それぞれ報告があった。 

 

 

 



 

４ 報資料４に基づき、報告があった。 

  なお、留学生が増える状況下において、学生宿舎の設備面のさらなる充実を図ってほしい旨要望

があった。 

 

５～９  報告資料５～９に基づき、それぞれ報告があった。 

 

10 報告資料 10 に基づき報告があり、引き続き平成 22 年度のＣＯ２削減目標達成にむけて協力要請 

があった。また、ＣＯ２削減目標の達成に関連して、省エネ対策特別月間における定時退勤日等の

実施について協力要請があった。 

 

11 報告資料 11 に基づき報告があり、円滑な運営のため教職員に協力いただきたい旨の発言があっ

た。 

 

12 席上配布資料に基づき報告があった。 

 

13 世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)の選定結果について報告があった。 

 

14 「頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラム」への申請について、進捗状況の報告が

あった。 

 

15 筑波大学基金「TSUKUBA FUTURESHIP」の募集状況について報告があり、事業活動への協力要請が

あった。 

 

16 本学のリーディング大学院構想については、本学の特質を活かしながら推進するよう執行部で検

討中である旨報告があった。 

 

 

以 上 


